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(社)大日本猟友会説明資料

１．狩猟免許所持者、会員数の推移等

２．会員数減少予測

３．猟友会における懸案、課題等

その他、 (社)大日本猟友会パンフレット







（社）大日本猟友会における懸案、
課題等について

想定した以上に多く、会員の減少に歯止めがかからない。

○ 担い手の減少・高齢化に関するもの
・ 捕獲隊の編成ができなくなりつつあり、特に平日の対応が
困難。 （和歌山県、北海道猟友会 他）

想定した以上に多く、会員の減少に歯止めがかからない。
想定した以上に多く、会員の減少に歯止めがかからない。

（三重県猟友会 他）

想定した以上に多く、会員の減少に歯止めがかからない。

○ 狩猟に対する国民等の理解に関するもの
・ クマ等の野生鳥獣から地域住民や地元の自然を守ってい
るにもかかわらず、苦情の矢面に立つことが多い。

（岩手県猟友会 他）

・ ボランティアとして有害捕獲に協力していても、趣味で殺生
を行っているものと誤解されている。 （兵庫県猟友会 他）

・ 肉の需要が広がらない。 （和歌山県猟友会）

○ 有害捕獲の従事に関するもの

・ 休日や夜間に従事することが多く、休みが取れない。
（静岡県、徳島県猟友会 他）

・ 本業との両立や個人で負担する経費が重荷になっている。
（三重県猟友会 他）

・ 地区の会員が少なく、１人当たりの負担が年々過大になっ
ている。 （岩手県猟友会 他）

・ 各種規制が効率的な捕獲の妨げとなっている。
（北海道猟友会）
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